




経済研究所 / Institute of Developing































整理や保存管理が必要であり、通常の図書館業務の片手間で対応できるも ではない。と いえ、新しい予算を獲得したり施設を増設したりしなくても、現有戦力内 適切な業務分担と人材育成といったマイナーチェンジで十分対応できるのであるから 是非、この問題 取り組んでもらいたい。　
諸外国の大学や研究所には、それぞれの専門
性に応じたアーカイブズを組織として持ち、多くの研究者に利用提供す ことで学術研究 発展に寄与している。これらのアーカイブズが扱っている は、過去の資料 っ 、現在の諸問題の分析や解決に直接繋がるも とはいえないものも多 。だからといって不要 もの は
一概にはいえない。　
日本では大きく誤解されているが、情報とは




が、その知的情報基盤を担える可能性を日本は持っている。近代から現在にいたる日本とアジアとの歴史的関わりは、戦後に経済成長を遂げたアジアの国々にとって、自国の歴史を検証し二一世紀の将来像を構想するための貴重なヒントを与えてくれるのである。その素材とな 歴史資料は、まだ誰も気づいていないだけ 、探せば国内でいくらでも出 く それだけ日本とアジアの関係は深い。　
私が期待したいのは、アジ研がこうした知的
情報基盤を担うために アーカイブズ機能を強化して、日本とアジアの歴史に関わ 多様なコレクション――例えば、戦後の対 ジア経済援助に関わった企業・団体や個人の文書―― 充実に努めることが重要なのではなかろうか そうすれば、それを求めて世界各地から研究者が集まり、自然と日本から世界に向けて積極的な情報発信が行われていくであろう。（かとう
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